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論文内容の要旨

[目的] 多くの糖尿病患者が全身疾患を有し、それらによって糖尿病網膜症が修飾され増悪することは知られている

が、その機序はいまだ不明な点が多い。そこで我々は、重篤な全身疾患に多く認められ、勝質浸透圧にも関係のある

血清アルブミン値に注目し、血清アルブミン低値群における眼所見及び眼血流の速度変化を調べることで、重篤な全

身疾患が糖尿病網膜症にもたらす増悪機序の一因を明らかにした。

[方法ならびに成績] 1998 年 1 月より 2002 年 8 月までに大阪府立成人病センターにて、全身の諸検査、眼科一般検

査とともに HDI5000 (目立メデイコ)を使った眼簡カラードプラ血流検査(以下 CDI)を施行された糖尿病患者 53

例 106 眼を対象とし、血清アルブミン正常値群 34 例 (Group 1 ; 3.8 g/dl 以上)および血清アルブミン低値群 19 例

(Group 2 ; 3.8 g/dl 未満)の 2 群に分け、その結果をレトロスベクティブに検討した。汎網膜光凝固眼および増殖性

糖尿病網膜症眼においては、極端な血流量の低下により網膜中心動脈における測定が不可能となる症例も存在するた

め、今回の検討からは除外した。

両群聞において年齢・性差に有意差はなく、血流速度に影響を及ぼす可能性のある収縮期血圧・拡張期血圧および

眼圧においても有意差はなかった。既往歴として高血圧症の有無に有意差はなかったが、糖尿病性腎症・癌の合併は

血清アルブミン低値群において有意に多く認められた。

血清アルブミン最低値症例のみ検眼鏡下で網膜中心静脈閉塞症様の眼底変化と視神経乳頭浮腫を認めたが、両群聞

において糖尿病網膜症の重症度分類に有意差はなく、視神経乳頭も検眼鏡上著変を認めなかった。しかしフルオレセ

イン蛍光眼底造影検査において“視神経乳頭部における後期フルオレセイン染色"を認めた症例が、血清アルブミン

正常値群では検査施行 21 例中 2 例(前増殖性糖尿病網膜症 2例、うち 1 例は眼内レンズ挿入眼)で、あったのに対し

て、血清アルブミン低値群では検査施行 11 例中全 11 例で、あった。この“視神経乳頭部における後期フルオレセイン

染色"は、視神経乳頭上の新生血管から造影早期より乳頭外に拡散していく増殖性糖尿病網膜症眼のフルオレセイン

漏出とは違い、後期になって明らかとなる視神経乳頭内に限局したびまん'性の染色で、あった。

眼動脈における流速諸因子・網膜中心動脈の拡張期流速値および Resistive index は、両群聞において有意差はな
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かった。しかし、網膜中心動脈収縮期流速値 (p=0.02) ・網膜中心静脈収縮期 (p<O.OOl) および拡張期流速値 (p

く 0.001) は、血清アルブP ミン低値群において有意に速度が速くなっていた。また 2 群に分けずに〆全症例を対象とし

て血清アルブミン値との関係を調べた結果、網膜中心動脈収縮期流速値 (r=0.4 1 、 P=0.003) と網膜中心静脈収縮

期流速値 (r=0.60 、 Pく 0.001) において、血清アルブミン値が低くなるほどそれらの流速値が速くなるという相関

関係が得られた。そして網膜中心静脈においてその関係はより顕著で、あった。一方、アルブミン正常値群で“視神経

乳頭部における後期フルオレセイン染色"を認めた 2 例の網膜中心動脈収縮期流速値・網膜中心静脈収縮期および拡

張期流速値に血流速度の上昇は認められなかった。

[総括]

血清アルブミン低値を有する糖尿病眼には、 “視神経乳頭部における後期フルオレセイン染色と血流速度の上昇"

によって説明される潜在性の視神経乳頭部浮腫が生じていた。糖尿病眼における血管の透過性は元来充進しているが、

低アルブミン血症の血管内浸透圧低下がさらに視神経乳頭内および周囲に存在する血管群の透過性を充進させるた

めである。蛍光眼底造影検査では視神経乳頭が、透過性充進により後期に明らかとなるフルオレセイン染色を呈した。

眼寵 CDI では視神経乳頭の中で測定されることとなる網膜中心動脈・網膜中心静脈が、周囲の組織浮腫・圧迫により

血流速度上昇を呈した。

壁の薄い網膜中心静脈は、潜在性の視神経乳頭部浮腫による圧迫を特にうけやすく、圧迫によってひきおこされる

網膜中心静脈の欝滞が、低アルブミン血症を有する糖尿病患者の網膜症における網膜浮腫・網膜出血および視神経乳

頭浮腫発症機序の一因になっていると考えた。

また低アルブ、ミン血症による眼嵩 CDI の異常所見を指標にすれば、腎性網膜症に見られるような特徴的な眼所見が

出現する前に、糖尿病性腎症の存在を疑うことができるようになると考えた。

論文審査の結果の要旨

糖尿病網膜症に低アルブf ミン血症による変化が加わると、顕著な網膜浮腫を来たし視力予後が極めて不良となる場

合があることが知られている。しかし臨床的に低アルブミン血症が眼循環動態に及ぼす影響については殆ど知られて

おらず、治療は対症療法に留まっているのが現状である。一方、眼循環動態を精査する方法として蛍光眼底造影検査

やインドシアニングリーン造影検査が行われているが、眼寵カラードプラ血流検査(以下 CDI)は、これらの画像デ

ータでは解析が困難な視神経内および眼球後の循環動態を精査することが可能である。

本研究では、重篤な全身合併症に見られる低アルブミン血症が糖尿病網膜症に与える影響を見るために、糖尿病患

者を血清アルブミン正常値群と低値群の 2 群に分けて検討した。検眼鏡所見で、は両群に有意差を認めなかったが、鐙

光眼底造影所見では、検査施行された血清アルブミン低値群の全例に、今まで独立した所見として述べられることの

なかった視神経乳頭部に限局するびまん性の後期フルオレセイン染色が認められることを見出した。また、これらの

眼所見とともに CDI 所見を比較検討した結果、従来低下するとのみ報告されていた糖尿病患者における網膜中心動・

静脈の流速値が、血清アルブミン低値群では、逆に速くなっているという現象を見出した。その逆転現象の発生機序

として、低アルブミン血症による血管透過性の充進が視神経乳頭部に浮腫を生じさせ、その部を走行する血管を圧迫

し、それらの流速値上昇につながったと考察している。その考察は、血清アルブミン低値群で蛍光眼底造影検査にお

ける後期視神経乳頭染色が有意に多く認められた点、血清アルブ、ミン値の低下に相関して網膜中心動・静脈の流速値

が上昇している点、また流速値の上昇が網膜中心静脈においてより顕著であった点などから十分説明できるものであ

る。

本研究では、糖尿病網膜症増悪の一因となりうる低アルブ、ミン血症時の視神経乳頭部浮腫を見出し、両眼網膜中心

動・静脈の高流速値から低アルブミン血症の存在を推測しうることを見出している。これらの新知見は、糖尿病網膜

症を初めとする血管閉塞性眼底疾患の診断精度を向上させるものである。よって本研究は学位論文に値すると考える。
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